平成17年度 産業廃棄物処理の概況
１．産業廃棄物の総排出量
平成17年度における産業廃棄物の総排出量は3,980千tとなっており、前年度に比べ微減となっています。このうち、製造業が1,173千tで最も多く、次いで建設業が1,154千t、水道業（下水道業を含む。）が932千tとなっています。
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また、総排出量を種類別にみると、汚泥が2,090千tで最も多く、次いで、がれき類が912千tとなっています。

図-1　産業廃棄物の総排出量の推移
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表-1　産業廃棄物の業種別・種類別の総排出量

２．産業廃棄物の処理量
産業廃棄物の処理状況をみると、総排出量3,980千tのうち、3,818千t（95.9%）が中間処理され、再生利用量は1,794千t（45.1%）、最終処分量は142千t（3.7%）となっています。

また、県外からの流入量は711千t、県外への流出量は481千tとなっています。

産業廃棄物の種類別の処理率をみると、再生利用率はがれき類や家畜ふん尿等において高くなっています。
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図-2　本県発生の産業廃棄物の処理フロー
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図－3　産業廃棄物の種類別の処理率

３．第二次廃棄物処理計画目標の達成状況

第二次廃棄物処理計画では、産業廃棄物に関する計画を確実かつ効果的に進めるために、定量的な以下の目標が設定されています。
この目標値と平成17年度実績値を比較すると以下のとおりです。

	＜目標＞

○平成16年度の「総排出量」を平成22年度現状維持（401万t→403万t）

○平成９年度の「資源化されない量」を平成22年度１／３に（60万t→20万t）

○平成９年度の「最終処分量」を平成22年度１／３に（39万t→13万t）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は平成17年度実績値

図-4　第二次廃棄物処理計画目標値の概念図（単位：万t/年）
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表-2　第二次廃棄物処理計画目標の達成状況
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